
 

「急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育の在り方について」 

答申案のパブリックコメントに対する公立大学協会の意見 

 

 

「機関別・設置者別の役割や連携の在り方」について 

○ 国立大学には、地域のけん引役の観点から機能強化が示されているが（P.51）、公立

大学が特に法人化や大学統合の過程で設置自治体と折衝を重ねてきた経験は、地域の

大学連携のハードな調整局面で活きるのではないか。 

 

「高等教育改革を支える支援方策の在り方」について 

○ その意味からも、公立大学の基盤的経費に対する地方財政措置の確実な措置とともに、

公立大学が地域連携のけん引役を果たすための機能強化支援（公立大学を対象から除

外しないことへの配慮も含む）や条件整備（規制緩和や制度改正等）が重要である。 
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